
 

 

 
 

多面的機能ネットワーク 
 

協議会だより NO.87（2016.8発 行 )       山口県日本型直接支払推進協議会 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 業者との打ち合わせや施工中

の現地確認などの立会状況を写

真撮影しておくことを忘れない

ようにしましょう！ 

（注）長寿命化の活動について、市町は活動期間中に１回以上現地確認を 

行うことになっているため、あらかじめ準備しておきましょう。 
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ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ 

工事の施工管理と完成検査 

工事が適正かつ円滑に実施されるように、着工前に業者と打ち合わせ、定められた基準にした

がって施工されるよう確認します。完成後も現地確認の検査が必要です。 

Ａ 図面に基づいて工事を実施する際は、適正

に施工が行われるように、施設の管理者

（市町や土地改良区など）が定めた基準に

基づいて、施工業者に責任をもって進行管

理（施工管理）を行ってもらいます。事前

に施工管理を行う監督者が誰であるのか

を確認しておく必要があります。必要に応

じて工事の進行計画を表した「工程表」や

「使用材料一覧表」などを提出してもらい

ましょう。 

Ａ 工事が完成したら、施工業者から完成届や

出来形図面、完成写真などを提出してもら

います。また、活動組織では契約通りに施

工が行われたかどうかを、提出された図面

や写真などを参考に現地で検査します。そ

の際に、専門的な知見や技術が必要な場合

は、市町、土地改良区など専門家の指導、

助言を得ながら検査を行うとよいでしょ

う。また、市町や土地改良区などが施設管

理者で、それらの団体が検査方法を定めて

いる場合には、その方法にしたがって検査

を行います。なお、現場が正しく施工され

ることを確認したら、工事の引渡しを行

い、請求書に基づいて支払いを行います。 

（注）工事内容に変更が生じた場合は、変更契約を結ぶ必要があ

ります。 

更新した水路の完成検査を行う 

水路のゲート更新の前に業者と現地確認を実施 

施行前に図面を使用して現地で業者から説明を受ける 



 

支払い時に必要な書類 

①請求書 

引渡し後に契約書通りに工事費用を請求する書類 

②内訳書 

請求金額の詳細な内訳を記した書類。通常は請求書とセット 

財産管理台帳 

☞ 水路等の更新が終わったら、完成検査を実施して財産管理台帳に整理する。 

請負業者から①～③の書類を提出してもらいましょう。 

①完成届 

仕様通りに工事が完了したことを届出る書類 

②平面図、出来高図面（構造図）など 

工事実施場所や構造等が確認出来る図面とする 

③使用材料一覧表 

工事で使用した材料の仕様や品質、個数などを保証する書類 

④完成検査書 

請負業者により提出された書類（①～③）を基に検査し、設計

書通りに完成したことを証明する書類 

⑤工事写真 

水路、農道などの補修・更新の際は工事箇所の「全景」「起点

(BP)」「終点(EP)」を撮影する。 

（延長が確認できるように、メジャーの目盛りも撮影する。） 

完成時に必要な書類 

（注）施行延長は必ず実測により確認します。 

また、完成写真の状況写真も撮影してください。 
工事完成写真 

※ 工事にあたっては施設管理者である市町や土地改良区の許可が必要になります。 

市町や土地改良区が管理する施設の工事を行う場合、できるだけ市町担当者や土地改良区職員に立ち会ってもらいましょう！ 


